
１ 関西の位置と充実したインフラ

１-１ 多くの航路で世界・アジアにつながる関西

⚫ 関西国際空港は、日本・関西の中心に位置し,国際貨物のハブ空港として24時間運用。アジアと世界を結んでいます。

⚫ 2026年夏期は 週1,399.8便が就航を予定しています。国際旅客便数は週1,202.8便で、2026年のアジア就航都市数は30都市を誇り
ます。

⚫ 国際貿易拠点として、大量の貨物の取り扱いが入港できる空港・港湾を整備。 アジアの中核として役割を担っています。

北米 週31.6便

※うちハワイ12.8便

アジア 週1,104.1便

欧州 週28.4便

その他地域 週38.6便

関西国際空港

方面別国際旅客便内訳

24時間運用空港、日本初の医薬品共同定温庫

・国内唯一！4000ｍ級複数滑走路を持つ完全24時間運
用空港。
・日本初の医薬品の定温輸出梱包、保管ができ、医薬品の
クールチェーン輸送を実現！

医薬品専用
共同定温庫

医薬品輸出梱包施設
(KIX-Medipac）

画像提供：関西エアポート株式会社

関西に就航する外貿定期コンテナ航路

アジア等近海 週148.1便

北米 週6便

欧州 週2便

その他 週0.5便

● 新宮港

● 舞鶴港

神戸港 ●

和歌山下津港 ●

姫路港 ●

● 大阪港

伊根港 ●

● 堺泉北
港

日高港 ●

■関西国際空港へのアクセス

関西
国際空港

電車で約75分 京都

電車で約65分
バスで約50分 大阪・梅田

電車で約８３分
バスで約65分 神戸・三宮

第1ターミナルビル大規模リノベーション

・国際線のキャパシティが大幅に拡大、充実！

画像提供：関西エアポート株式会社
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大規模なウォークスルー型の免
税店や、4種類の雰囲気が楽し
める商業エリアなどが誕生しまし
た。
一つに集約された保安検査場や、
国内初となる大規模な国際線コ
モンラウンジなど、新しい旅客体
験を提供しています。
また、2026年6月には国際線南
北商業エリアも拡張し、飲食8店
舗、物販16店舗の計24店舗が
新たに出店しています。

なかでも、神戸港の東南アジア航路の
就航便数は日本一を誇っています。

（出所）関西エアポート株式会社 「 20２６年夏期ｽｹｼﾞｭｰﾙ」資料をもとに作成

神戸空港で国際チャーター便が就航開始！

神戸空港では、2025年4月18日に
国際チャーター便が就航し、あわ
せて新ターミナルビルもオープンし
ました。
今後、ビジネスや観光など様々な
目的において、神戸がますます便
利になることが期待されています。

画像提供：関西エアポート株式会社

（出所）国土交通省「日本に就航する外貿定期コンテナ便数（便/週）」
※202５年5月時点
※関西の外航コンテナ定期航路を有する港湾の合算。

23.7便

35便

36便

36便

大阪

東京

横浜

神戸



■高速道路

新大阪

約3時間10分
福井

約1時間
滋賀・大津

約1時間
京都

約55分
兵庫・新神戸

約55分
奈良

約１時間２0分
和歌山

■高速道路

新大阪

約6時間40分
東京

約2時間３０分
愛知・名古屋

約4時間10分
広島

約７時間４0分
福岡・博多

■新幹線

新大阪

約2時間30分
東京

約50分
愛知・名古屋

約1時間20分
広島

約2時間30分
福岡・博多

札幌・新千歳

東京・羽田

愛知・名古屋

大阪

（関西国際空港・新大阪）

広島

福岡・博多

国内主要都市までの所要時間

■飛行機

関西
国際空港

約1時間50分
札幌・新千歳

約1時間１０分
東京・羽田

約1時間１５分
福岡・博多

関西の主な都市交通ネットワーク（所要時間）

■電車 （新幹線や特急を含む最短時間）

新大阪

約１時間５０分
福井

約３５分
滋賀・大津

約１５分
京都

約１５分
兵庫・新神戸

約1時間10分
奈良

約１時間
和歌山

大阪市中心部から京都市・神戸市といった国際都市へ、30
分程度で移動できるコンパクトさが魅力です。
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１ 関西の位置と充実したインフラ

１-２ 関西の位置と交通インフラ

⚫ 関西は日本のほぼ真ん中に位置し、航空、鉄道、道路ともに交通ネットワークが発達しています。

⚫ 東京をはじめ国内主要都市・関西各地への移動も便利です。特に京都・大阪・神戸は隣接し、30分程度で相互にアクセスできます。

福井

大阪

兵庫・新神戸

京都

滋賀・大津

奈良

和歌山



１ 関西の位置と充実したインフラ

１-３ 安定したインフラと地政学的な優位性を持つ関西

⚫ 安定したインフラが求められるデータセンターが関西には多く立地することから、電力共有の安定度や自然災害リスクが低いことが分かり

ます。

⚫ 政情の安定性や治安の良さなど地政学的な優位性を背景に、安心してビジネス展開できる環境が整っています。
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地政学的なメリット

関西では、政情の安定性や治安の良さなど地政学的なメリット
を活かして、企業資産や従業員の安全を確保しながら、安心し
てビジネスを展開できる環境が整っています。

政情の安定性 治安の良さ 犯罪率の低さ

（出所）：経済産業省「デジタルインフラ（ＤＣ等）整
備に関する有識者会合」第1回事務局説明資料

データセンターでみる関西のインフラの安定性

データセンターに適した立地の条件として、
●都心からも空港からも比較的近い
●地盤が強固で地震に強い
●洪水・土砂災害・液状化などの災害リスクが低い
●まとまった平坦な土地を取得しやすい
●電力効率の良さ、電力供給の安定性
●物理的なセキュリティの徹底
が例としてあげられます。

大阪府茨木市・箕面市（彩都西駅近辺）では、
上記の特徴を活かして5棟以上のデータセンターが立地
し、敷地面積が約１０ｈaの大型のデータセンター群が形
成されています。

北海道・東北
4%

関東

61%
中部

5%

関西

24%

中国・四国

3%

九州・沖縄

3%

（出所）総合通信基盤局電気通信事業部 データ通信課「データセンター等のデジ
タルインフラ整備の現状と課題について」

国内のデータセンターの大半が関東及び
関西に立地しており、サーバルーム面積
を基準とすると、関西地域が全体の24%
程度を占めます。

○地域別サーバールーム面積割合

○関西に立地する主なデータセンター

京都府精華町（けいはんな学研都市）
・関西電力・サイラスワン
・Colt DCS
・NTTデータ・京阪奈OSK11データセンター
・ESR・STACKインフラストラクチャー（予定）

大阪府茨木市・箕面市（彩都）
・MCデジタル・リアルティ
・バンテージデータセンターズ

大阪市
・ESRグループ
・日本GLP
・オプテージ

曾根崎データセンター

神戸市
・NEC

（出所）：近畿経済産業局調べ
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